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論文内容の要旨

【目的】

肥満者には高血圧の合併が高頻度iとみられる。近年，当教室の研究により肥満合併症と脂肪分布との聞

に密接な関連が存在する乙とが明らかになってきたが，本研究では，若年肥満および成人肥満において高

血圧発症と脂肪分布，特lζ内臓脂肪蓄積の意義を検討するとともに血圧と内分泌代謝因子，特にインスリ

ンとの関連について検討し，肥満における高血圧発症因子を明らかにすることを目的とした。

【方法ならびに成績】

高血圧の発症には，加齢や動脈硬化の影響も強く関与すると思われる。そ乙で，肥満者を若年群と成人

群lζ分類し，それぞれの群で検討した。

研究 1 若年肥満における検討

対象は，学校検診より選出した標準体重の405ぢを超える小学生 324名(男， 216 名，女， 108名，平均

年齢10土 2 歳，平均肥満度， 149::t 125ぢ)である。脂肪分布の指標としては，瞬周囲径に対する害囲の比

(以下W/H比)を算出するとともに， waist/Skinfold Thickness (W/SFT: 隣周囲径/膳横部

プラス腸骨上部皮厚の和)によって内臓脂肪の相対的な蓄積を判定した。血圧は安静臥位にて測定し，

小児高血圧の診断は，同世代の非肥満小中学生 2629名のデータよりその平均値プラス 2SDである収縮

期血圧 (SBP) 135 mmHg , 拡張期血圧 (DBP ) 80 mmHgのいずれか一方を超えるものとした。また

50名において，空腹時血糖，インスリン，血清脂質，尿酸，血中カテコールアミンを測定した。

研究 2 成人肥満における検討

対象は，減量を目的lと当科を受診した成人( 30歳以上)女性の高度肥満者67名である( 50 :t )1歳)。
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高度肥満の診断は， Body Mass Index( kg/ぽ)の 22~C::値する体重を標準体重とし， そのプラス40~ぢを

超えるものとした(平均肥満度 153 士14% ) 0 脂肪分布の指標としては， W/H比を算出するとともに瞬

レベノレの CTスキャン断面より腹腔内内臓脂肪面積 (V) と皮下脂肪面積 (S )の比 (V/S比)を求め，相

対的な内臓脂肪蓄積の指標とした。高血圧の診断は，安静坐位での収縮期血圧 160 rnrnHg ，拡張期血圧95

mmHgの両者あるいはいずれか一方を超えるものとし，それ以下の血圧を示すものを境界域高血圧 (140-

159/90 -94 rnrnHg) ，正常血圧(く 140/90 rnrnHg )に分類した。また空腹時血糖，インスリン，ヘモ

グロビン A1 c，血清脂質，血中カテコールアミン，レニン，アノレドステロンを測定し， 75g 糖負荷テスト

も行った。

成績若年肥満における検討

1 )肥満児の血圧は，非肥満児に比し，高値を示し(S B P : 121:1: 14 v S. 112:1: 11 rnrnHg , p く 0.001 ; 

DBP: 72:1:9 vs. 66:1:7 rnrnHg , p く 0.001) ，肥満児の 34~ぢに上記の基準を満たす高血圧が存在した。

2) 高血圧群，正常血圧群間で肥満度，脂肪分布を比較すると，肥満度には有意な差は認められなかった

(150:1:17 v s. 148:1: 10 % )。

3) W/H比は両群問で高血圧群に軽度高値を示す傾向がみられたが有意な差はなく， W/SFT にも有

意な差は認められなかった (W/H比: 0.93:1:0.08 VS. 0.91:1:0.12 ;W/SFT: 11.9:1:1.9 VS. 11.8 

:1: 1.3 )。

4) 総コレステロール，中性脂肪，尿酸，血中カテコールアミンも両群間で有意差を認めなかった。一方，

空腹時インスリン値は，高血圧群で有意に高く， (19.3:1:8.3 V s. 13.0土6.1μU/ÍI1 1 ， p く 0.01 ), 肥

満児全体でも収縮期血圧と有意な正相関を示した (r=0.63 ， p く 0.00 1， n = 50 )。

成人肥満における検討

1 )肥満度は高血圧群( 151 :1: 15 第九境界域高血圧群( 151土 13 ~ぢ) ，正常血圧群( 155:1: 15 ~ぢ)の 3

群間で有意差は認められなかった。

2) W/H比は高血圧群において正常血圧群に比し軽度高値を示したが有意差はなく， 3 群間でも有意差

はなかった。

3) V/S比は，高血圧群，境界域高血圧群において正常血圧群に比し，有意に高値を示し(高血圧群:

0.53:1:0.33 (p く 0.01 vs.正常血圧群) ;境界域高血圧群: 0.40:1:0.12 ( p く 0.05 vs. 正常血圧群) ; 

正常血圧群: 0.29:1:0.12 )，肥満者全体でも収縮期，拡張期血圧と有意な正相関を示した (SBP:r=

0.62 , p く 0.001 ; DB P : r = 0.53 , p く 0.001 )。

4) 空腹時血糖，インスリン，糖負荷の際の血糖面積，インスリン面，積，総コレステローノレ，中性脂肪，

HDL コレステローノレ， 尿酸値は， 3 群間で有意な差を認めなかった。

5) 血中カテコーノレアミン， レニン，アルドステロンも 3 群間で有意な差を認めなかった。

【総括】

肥満者における高血圧の発症因子として，動脈硬化などの二次的因子の少ないと考えられる若年肥満に

おいては，高インスリン血症が高血圧の発症と関連し，一方，成人肥満では，代謝異常の危険因子でもあ

る腹腔内内臓脂肪の蓄積が高血圧の発症と関連した。
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論文審査の結果の要旨

本研究は，肥満における高血圧発症因子を明らかにする目的で，成人肥満および若年肥満のそれぞれに

おいて，高血圧と関連する因子，とくに脂肪分布および、内分泌代謝因子について検討し，成人では内臓脂

肪蓄積，若年者では高インスリン血症が高血圧の発症に強く関与する乙とを見い出したものである。

乙の知見は，肥満における高血圧発症因子を明らかにしたのみでなく，その予防にも貢献するものであ

り，学位に値する研究と考える。
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